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２ 各種団体等の状況                 
 

（１）行政区 

行政区は 30 地区あり、行政の事務を円滑に遂行するため、村から委嘱を受けた行

政連絡員が村民と行政のパイプ役として活動しています。また、行政区では、特色

のある活動や各種行事を行うなど生活に密着した様々なコミュニティが形成されて

います。 

 

（２）民生委員・児童委員 

民生委員・児童委員は、地区を担当する民生委員・児童委員が 15 人、児童に関す

ることを専門的に担当する主任児童委員が２人おり、厚生労働大臣等から委嘱され

活動しています。 

主な活動として、生活に困っている人、児童、心身障がい(児)者、高齢者、ひと

り親家庭など、支援を必要とする人々が安心して暮らせるよう、相談・支援を行っ

ています。 

その活動の内容は、平成 27 年度の相談・支援件数をみると「日常的な支援」に関

することが最も多く、次いで「生活環境」「住居」「在宅福祉」「家族関係」など、

分野別では「高齢者に関すること」が多くなっています。 

 

（３）福祉関係団体、ＮＰＯ、ボランティア 

福祉関係団体として、老人クラブ、身体障害者協議会、母子寡婦福祉協会、精神

障害者家族会などがあり、そのほか震災後立ち上がったＮＰＯ法人や、青年・女性

団体などのボランティア団体があります。 

いずれの活動も地域福祉を進める上で有効な地域資源として相互に連携する必要

があります。 

  



- 12 - 
 

３ 主なアンケート調査結果               
 

平成 27 年 10 月に実施したアンケートは、村内 18 歳以上の男女を無作為抽出で 1,000

人選出し、有効回答数は 391 人でした。 

そのアンケート結果を、大阪大学(人間科学研究科渥美研究室)から協力を得て、集

計・分析を行った結果、主に以下の内容が得られました。 

 

【集計の結果】 

 ① 回答者の職業を見ると「会社員(正規)」「無職」が最も多く、次いで「自営業」

「家事専業」となっている。 

  
 

 ② 居住形態は「持ち家」が最も多く、次いで「仮設住宅」「借家・アパート・公

営住宅」となっている。また、世帯構成をみると、「３世代同居」が多く、次い

で「夫婦と子」「ひとり親と子」「夫婦のみ」となっている。 

    
 

 ③ 野田在住年数は「21 年以上」が最も多く、次いで「11～20 年」となっている。 

  

会社員（正規） 

24% 

自営業 

14% 

公務員（正規） 

3% 

団体職員（正規） 

4% 学生 

3% 

家事専業 

10% 

無職 

25% 

会社員（非正規） 

4% 

公務員（非正規） 

1% 

団体職員（非正規） 

1% その他 

9% 
無回答 

2% 

職業(N=391) 

持ち家 
85% 

借家・ア

パート・

公営住宅 
5% 

仮設住宅 
6% 

その他 
2% 無回答 

2% 

居住形態(N=391) 

ひとり暮らし 

3% 夫婦のみ 

10% 

夫婦と子 
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ひとり親と子 

12% 

3世代 

31% 

4世代以上 

6% 

その他 

7% 

無回答 

4% 

世帯構成(N=391) 

1年未満 
1% 

1年～5年 
3% 

6～10年 
3% 

11～20年 
11% 

21年以上 
81% 

無回答 
1% 

野田在住年数(N=391) 
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 ④ ご近所付き合いについて、最も多いのが「あいさつ程度」で、関係を広げたい

かどうかについては｢今のままでよい｣が最も多い。また、つながりについては

「変わっていない」が最も多い。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑤ 手助けが必要になったとき希望する支援について、「安否確認の声かけや見守

り」が最も多く、次いで「日常的な話し相手」｢災害時の手助け(避難支援)｣「困

りごとの相談相手」などとなっている。 

 
 

 ⑥ 暮らしやすいまちづくりのため地域住民として取り組むべきこととして、「住

民間のあいさつ」が最も多く、次いで「防災防犯活動」｢住民相互で助け合う組織

や仕組み作り｣「住民間で交流する行事の開催や参加」「地域(福祉)活動に携わる

人の育成」などとなっている。 
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家具や電気製品の修理 
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草刈りや窓ふきなどの手伝い 
買い物の手伝い 
子どもの預かり 
金銭的な支援 

その他 
特になし 

あなたや家族に手助けが必要になったとき、ご近所の人にどのような支援をしてほしいですか

（N=385） 

160 
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その他 

とくになし 

誰もが暮らしやすい福祉の街を作っていくために、地域住民として取り組むべきことは何だと思い

ますか ？（N=370) 
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わから

ない 
2% 

無回答 
2% 

ご近所づきあいの現状(N=391) 

強くなっ

ている 

2% 
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なってい
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11% 

変わって

いない 

55% 

やや弱く

なってい

る 

12% 

弱くなっ

ている 

9% 

わからな

い 

10% 

無回答 

1% 

ご近所とのつながりは以前と比べて 

どう感じるか(N=391) 
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 ⑦ 生活上の困りごとの相談先として、「家族」が最も多く、次いで「親戚」「知

人・友人」「役場」「隣近所の人」「地域包括支援センター」「民生(児童)委員」

などとなっている。 

   
 

 ⑧ 高齢者が地域で安心して暮らすうえで重要なこととして、「在宅での医療や介

護サービス」が最も多く、次いで「買い物・通院などの移動手段の確保」｢気軽に

体を動かしたり世間話ができる場所や機会｣などとなっている。 

   
 

 ⑨ 障害のある方が地域で安心して暮らすうえで重要なこととして、「在宅での医

療や介護サービス」が最も多く、次いで「社会参加や収入を得るための就労の機

会」｢買い物・通院などの移動手段の確保｣などとなっている。 

   

326 
196 

149 
39 

75 
9 
17 
15 
23 
9 
4 
9 
12 
16 

0 50 100 150 200 250 300 350

家族 
親戚 

知人・友人 
隣近所の人 

役場 
行政区長や班長 
民生(児童)委員 
社会福祉協議会 

地域包括支援センター 
福祉施設・事業所 

その他 
相談できる人はいない 
相談先がわからない 
どこにも相談しない 

あなたは生活の中で困ったことが起こったら、どこ(誰)に相談しますか？（N=389） 
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74 
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71 
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17 
4 

64 
77 
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住民同士の交流や世代間交流の場所や機会 
買い物・通院などの移動手段の確保 

消費者・特殊詐欺等被害防止の対応の充実 
虐待防止についての対応策の充実 

利用する人が安心安全に利用できる施設や設備の充実 
見守りや日常生活を支援することを気軽に相談できる場所 

日常生活全般にわたることを気軽に相談できる場所 
福祉サービスについての分かりやすい情報 

その他 

高齢者が、地域で安心して暮らしていくうえで重要と思うものはどれですか?(N=375) 
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日常生活全般にわたることを気軽に相談できる場所 

福祉サービスについての分かりやすい情報 

その他 

障害のある方が、地域で安心して暮らしていくうえで重要と思うものはどれですか?(N=371) 
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 ⑩ 子供が地域で健全に育つために重要なこととして、「親の仕事の形態に合わせ

た保育施設やサービスの充実」が最も多く、次いで「父母ともに家事・育児がで

きるための支援」｢地域による見守りやあいさつ運動｣「学童保育や放課後児童ク

ラブの充実」などとなっている。 

   
 

 ⑪ 災害時に地域で支え合うために必要なこととして、「日頃からのご近所同士の

交流」が最も多く、次いで｢地域の災害時要援護者などを記載した名簿や地図の作

成と共有｣｢地域での定期的な避難・防災訓練の実施｣「福祉サービスなどを提供す

る施設や事業所との連携」などとなっている。 

  
  

⑫ ボランティア活動について、｢したことがない｣と回答した人が最も多いが、「し

たいと思う」と回答した人は半数以上となっている。 
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46 

30 

55 

54 

116 

29 

84 

73 

115 

36 
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育児中に参加できるサークル活動やサロンの充実 
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子どもの健康や発達の支援や虐待防止対策の充実 

地域による見守りや挨拶運動 

親同士やボランティアによる地域の助け合いの仕組み作り 

子どものことを気軽に相談できる窓口の充実 

利用する人が安全・安心に利用できる窓口の充実 

学童保育や放課後児童クラブの充実 

子ども・子育てに関するサービスについての分かりやすい情報 

その他 

子どもが、地域で健全に育つために重要と思うものはどれですか?(N=364) 
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特になし 

災害時に地域で支え合うため、地域住民としてどのようなことが必要と思いますか?(N=368) 
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⑬ ボランティア活動をしていない(できない)理由として、「特に理由はない」が最

も多く、次いで「参加方法がわからない」「人間関係がわずらわしい」｢子育てや

介護の必要な家族がいる｣「車などの移動手段がない」などとなっている。 

 
 

⑭ 地域の福祉分野の生活課題として、「家族の介護が必要になったときの不安」が

最も多く、次いで「自分自身が病気や介護を必要とする場合の不安」「福祉や生活

などの情報がわかりづらい」などとなっている。 

  また「病院や買い物への移動手段」や「ゴミの分別やゴミ出し」｢車いすでの外

出が困難｣｢家の掃除や窓拭き、草取りなどが大変｣なども挙げられた。 
 

  
 

 ⑮ 福祉分野の生活課題への地域住民が自主的に支え合う体制について、「必要と

思う」「どちらかといえば必要と思う」が７割強を占め、生活課題の解決のため

には｢すべての生活課題について、行政と住民が協力する｣が最も多い。 
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参加方法が分からない 

仕事などで忙しい、時間が合わない 

一緒に参加する人がいない 

興味のある活動がない 

家族の理解がない 

子育てや介護の必要な家族がいる 

金銭的な余裕がない 

人間関係がわずらわしい 

きっかけがない 

体調が悪い 

車などの移動手段がない 

活動に関する情報がない(少ない) 
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あなたが、ボランティア活動をしていない（できない）理由は何ですか?(N=153) 
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 ⑯ 福祉への理解や子供の福祉教育について、｢子どもに対して学校や地域での福祉

に関する学習の機会を増やす」が最も多く、次いで「職場や学校で福祉活動やボ

ランティア活動に取り組む機会を設ける」｢差別や偏見をなくし、共に生活してい

けるよう啓発を図る｣｢高齢者や障害のある方なども含めた交流の場を設ける｣など

となっている。 

 
 

 

【分析の結果】 

① 上の年代の人々のほうが、体力を要する支援を求める。 

② ご近所付き合いについて、上の年代の人々のほうが、おすそ分けなどの日常的な

ご近所付き合いや地域行事を重視している。下の年代の人々は、子育てや防災活動

といった特定のテーマに絞った活動を重視する。 

③ 相談先として、上の年代の人々は、様々な地域資源を挙げたが、下の年代の 

人々は、知人・友人に偏っている。 

④ 全体的に上の年代の人々は交流を重視し、下の年代の人々は制度の拡充を重視 

する傾向がある。 

⑤ 被災地域の人々は、手助けが必要となったときにご近所への支援を求めない 

（求めづらい？）傾向にある。 

⑥ 被災地域の人々のほうが、自主防災組織の重要性を認識していると考えられる。 

⑦ 仮設住宅に住んでいた人々は、以前と比べてご近所のつながりについて、強く 

なっていると答える人も弱くなっていると答える人も多い。ご近所付き合いの評価

が二極化、二分化しているものと考えられる。 
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その他 

特に必要はない 

地域住民の福祉への理解を深めたり、子供の福祉に関する教育の方法として、 

どのようなことが必要と思いますか?(N=349) 
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